
万感

KOUHOUKjlBU

訪咄4喋《贅瞰
誤認Z一四←7ン

(記事P15)

　N0.503

①

月号

２００１１

●平成13年度予算概要

●すこやか子育て支援、医療員助成制度概要

●不適正な土砂の埋立、ごみ焼却・投棄の防止

●納税は□座振替が便利です

●児童・生徒表彰

発行／壬生町役場　�321-0292　栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集/総務部企画財政課広報広聴係

　　　　　　　　　　　　　　　ホームページアドレスhttp://www.t-cnet.or.jp/^‘mibu/

２～５

７
８
９

一６

10～11

宣0282-81 -1 81 2　毎月23日発行

圀0282-82-8262

主な内容

　｜　　IFijl

㎜　　　　　　■■　■■㎜㎜㎜

20011



恥幾監働泌熹麗匿重癌畷討』

１０８億5,000万円
　
平
成
1
3
年
度
の
町
予
算
が
、
３
月
定
例
町
議
会
に

お
い
て
成
立
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
1
3
年
度
の
壬
生
町
一
般
会
計
予
算
は
、
1
0
8
値
５

千
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
４
・
７
％
の
増

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
恒
久
的
な
減
税
の
影
響
に

よ
り
町
税
収
入
に
多
く
を
期
待
で
き
な
い
一
方
、
町

債
の
償
還
に
要
す
る
経
費
や
、
社
会
福
祉
関
連
経
費

等
の
義
務
的
経
費
が
増
大
す
る
な
ど
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

自動車取得税交付金1億円（0.9％）

その他1倫7,395万8千円

　　　　　　　　　　(1.6％)

分担金及び負担金

　　　　　　　8,830万円

ゴルフ場利用税交付金

　　　　　　　5,000万円

寄　附　金2,100万2千円

交通安全対策特別交付金

　　　　　　　　900万円

財産収入565万6千円

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
1
3
年
度
予

算
は
、
行
財
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
よ
り
一
層
推

進
し
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的

な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　
特
に
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
や
教
育
問
題
、
情
報

化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。町税

48億1,806万2千円

　　(44.4％)
(4.1％)

地方交付税

28倫8,[]00万円

　(26.5％)

心 ･

○
特
に
配
慮
し
た
点

①
少
子
化
対
策
及
び
高
齢
者
・
障
害
者

　
福
祉
の
充
実

・
第
３
子
の
保
育
園
保
育
料
の
無
料
化

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
６

　
歳
末
謁
見
に
拡
大

・
授
産
施
設
・
障
害
見
通
園
ホ
ー
ム
建

　
設
事
業

∴
幼
稚
園
保
育
料
を
第
３
子
に
つ
い
て

　
は
Ｉ
バ
２
に
軽
減
、
同
時
就
園
の
第

　
２
子
に
つ
い
て
は
↓
バ
２
に
軽
減
、

　
同
時
就
園
の
第
３
子
に
つ
い
て
は

　
１
大
1
0
に
軽
減

②
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
充
実

・
教
育
相
談
員
の
増
員

・
不
登
校
対
策
と
し
て
「
適
応
指
導
教

　
室
」
の
開
設

　
様
々
な
要
因
で
不
登
校
と
な
っ
た
児

　
童
生
徒
に
対
し
、
そ
の
原
因
や
問
題

　
点
を
把
握
し
学
校
生
活
へ
の
適
応
を

　
図
る
た
め
の
援
助
を
行
う
。

・
き
め
細
か
な
指
導
の
た
め
の
教
員
助

　
手
配
置
事
業
　
６
名
配
置

　
個
性
や
能
力
に
応
じ
た
教
育
の
実
現

　
を
図
る
た
め
、
教
員
が
チ
ー
ム
を
組

　
む
こ
と
で
、
少
人
数
教
育
あ
る
い
は

　
習
熟
度
別
学
習
な
ど
き
め
細
か
な
指

　
導
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２

　利子割交付金1億5,000万円（1.4％）

地方譲与税1億6,000万円（1.5％）

＼

使用料及び手数料

　　1億6,863万7千円（1.5％）

＼

地方特例交付金1億7,000万円（1.6％）

一

　　　　　繰越金2億円（1.8％）

　　町値2億2,360万円（2’1％）＼

諸収入2億3,756万6千円（2.2％）

　　　　　　　　　　　　　　＼　地方消費税交付金

　　　　3ｲ意3,000万円（3.0％）

繰入金3億6,500万4千円（34

/

　県支出金4ｲ意3085万7千

国庫支出金4億4,231万6千



３

－ 〃

貸付金1億5,044万1千円（1.4%）

　　扶助費6億2,651万9玉円

　　　　　　　　　（5.8%

ス

　　　　　補助費等

　　　　loｨﾍﾞ9

⑤

　　　　　Λ＜（94帽

公債費１ 引千円

(10.5％)

い芦芦華甲亭亭乖士

Ｗ

陳S董訓KS凶

一般会計予算は

譜会費1倫5,803万7千円（1.5％）

商工費3倫2,760万2千円（3.0％）

消防費6億3,465万9千円（5.8％）

その他

1億2,234万1千円

　　　　　　(1.1％)

維持補修費

　　6,364万6千円

投資及び出資金

　　2,314万6千円

予　備　費

　　　2,000万円

災害復旧事業費

　　1,150万2千円

積　立　金

　　　404万7千円

　　人件費　　｀

23億4,902万9千円

　　(21.7％)

　　物件費

19億2,035万6千円

x（17.7％）　メ

’　繰出金　　＼

18億2,803万5千円

　　（16.8％）

⑥
環
境
保
全
対
策
の
推
進

・
ご
み
収
集
体
制
の
強
化
（
資
源
ご
み

　
回
収
等
・
ご
み
違
反
シ
ー
ル
の
作
成
）

・
農
業
農
村
整
備
環
境
対
策
計
画
策
定

　
事
業

　
生
物
生
息
地
の
保
全
管
理
を
目
的
と

　
し
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
各
種
農
村

　
整
備
事
業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の

　
計
画
策
定
事
業
。

⑤
町
民
生
活
に
身
近
な
社
会
資
本
の
整
備

・
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

・
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進

・
安
塚
駅
西
広
場
整
備
事
業

その他4,922万4千円（0.5％）

　　2,000万円

1,771万9千円

1,150万2千円

　　　3千円

108億5,000万円

④
情
報
化
社
会
へ
の
的
確
な
対
応

・
戸
籍
事
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

　
ム
導
入
事
業

・
行
政
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
導
入

・
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

・
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
講
習
推
進

　
事
業

　
受
講
者
に
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

　
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
利
用
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
等
の

　
習
得
を
目
的
と
す
る
。

③
町
内
産
業
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と

・
商
工
会
商
品
券
発
行
補
助
金

W

一
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｜―世帯･一人当たり使われる町の予算

－
―
‐
一
一
‐

ｉ

ｌ

§

Ｓ

Ｉ

(一般会計)

１世帯当たり

831,481円

１人当たり

272,414円

平成13年３月１日現在

人口39,829人，世帯数13,049世帯

　　(千円)

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

０

一般会計当初予算の推移

平成９年平成10年平成11年平成12年平成13年

〔平成13年度の主な事業〕

　●幼児用補助装置購入費補助事業　　　　4,000千円

　　チャイルドシートの購入者に対し，購入費用の一部を

　　補助します。　　　　■■　　■■　■

　‥●乳幼児医療費助成事業……………………………54,690千円

……1･=｡……………支給対象年齢を現行の４歳未満児から６蔵未満児に

………ﾝ引き上げ,=y子育ての経済的負担の軽減を図ります。

ﾚ●特別保育事業等推進費補助事業　　　　47,860千円

　●放課後児童健全育成事業　　　　　　　　6,505千円

　　昼聞保護者のいない家庭の小学校低学年児童を児童

　　クラブを通じて健全育成を図ります。

◆その他の事業

　●授産施設・障害児通園ホーム建設事業　16,552千円

　　在宅の障害児等を通所させ，自活に必要な訓練や療

≒　育訓練等を行うための施設を整備します。

　●重度心身障害者タクシー料金助成事業　　9,103千円

　　重度心身障害者が，社会参加等のためにタクシーを利

　　用する場合，その料金の一部を助成します。

　●重度心身障害者医療費助成事業　　　　46,111千円

　●身体障害者更生援護施設入所措置事業　56,330千円

　●身体障害者デイサービス事業　　　　　　26,617千円

　●健康診査事業　　　　　　　　　　　　55,958千円

歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして

ｉ●小中学校施設改修等工事

｜●マルチメディア活用事業（小中学校）

｜●中央公民館改修等工事

１　休憩室増築工事他

１●企画展等開催事業

　鳥居元忠展の開催

●情報通信技術（ＩＴ）講習推進事業

239,094千円

28,142千円

47,290千円

5,751千円

15,792千円

生涯学習館等を利用し、ＩＴ講習会の実施によりパソ

コン・インターネットの操作等についての基礎の習得を

目的とします。

●ファミリー体育祭開催事業

●学校体育施設開放事業

　学校体育施設の有効活用として、

　　　14,500千円

　　　3,959千円

壬生小学校の温水

　プールを新たに開放します。

●ふれあいプール改修等工事　　　　　　　　43､100千円

ｹ地域に根ざした活力ある自立産業都市をめざして

●新ﾌﾟｲｽﾌﾟﾗｼﾝ推進事業……1…………｡

‥J……………J､…………………………………ﾚ1………ﾚ12､､･975千円

∧大型収穫機等を導入することによりﾐ=規模拡大や機械の

有効利用を図り、稲作農家の経営安定化を目指します。

●水田活性化対策事業　　　　　　　　　　15､000千円

　転作を組み合わせた生産性の高い水田営農の確率を図る

　ため、導入する機械・施設について補助します。

●畜産環境改善対策事業　　　　　　　　　15､600千円

　畜産経営による環境汚染の防止を図るため、家畜糞尿

犬の適正な処理及び有効利用のための施設一機械の整備

　に要する経費を補助します。　　　　‥

●中小企業融資制度事業　　　　　　　　」50､006千円

●商工業団体活動強化事業　　　　　　　　11､900千円

　地元購買流出の防止対策等として実施する商工会商品

　券発行事業など、町内商工業の活性化を図るための各

　種事業を実施します。

●しののめ花まつり開催事業　　　　　　　　10､000千円

●おもちゃ博物館管理運営計画書策定事業　　3､150千円

　より一層の活性化を図るため、現状を調査・分析し、

:‥今後め課題、整備方針等を明確にします。　　十

‥

佳民の発想と連帯による住民自治のまちをめざして

●広報事業　　　　　　　　　　　　　　　17､204千円

　広報壬生の充実を図るとともに、ふれあいカレンダーの

　発行などによる各種事業・計画等の情報を提供していき

　ます。

●情報化推進事業　　　　　　　　　　　　164､889千円

・行政イントラネットシステムの導入により、庁舎内情報・

　知識の共有化を回り、情報化時代に対応した、効率的

　な行政事務を目指します。

●戸籍事務コンピューターシステム導入事業　60､042千円

４



企 刻
.£.､、

コゴ 針

水道事業 予　算　額 前年対比

　　　　収入

収益的

　　　　支出

5億7,055万6千円

5億6,099万8千円

0.7％

10.8％

　　　　　収入

※資本的

　　　　　支出

2億3,089万5千円

　4億885万1千円

13.3％

4.4％

※　資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

　　る額は、過年度分損益勘定留保資金、当年

　　度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税

　　資本的収支調整頓で補てんします。

〔平成13年度の主な事業〕

　レレ白竺鰯且士首置竺票悍廿賛ｍ朔市か燃ガトア
　J≒こごjﾊﾟﾊﾟjJJ･ｴﾆﾌ四回ふ皿jJ≒y=呂=毛匹匹戸口2匹ﾐJ≒-ｭＷ－

●平地林保全対策事業　　　　　　　　　　　6,237千円

　学習林（「わんぱく北っ子の森」，「わんぱく睦っ子の

　森」）の維持管理に要する経費。

●農業農村整備環境対策計画策定事業　　　5,137千円

●緑化フェア開催記念事業　　　　　　　　30,000千円

　昨年度開催された第17回全国都市緑化とちぎフェアの

　趣旨「緑化意識の高揚，知識の向上」を次代に引き継

　ぐため，全町緑化推進事業と開催記念イペントを併せ

　て実施します。

●まちづくり総合支援事業　　　　　　　　n0,500千円

　御長屋通り，御用水通り等の歴史的道路空間の整備を

　します。

　目貫の理このっとった快適な環境都市をめざして

●資源ごみ回収関係報償事業　　　　　　　　8,007千円

　ペットボトル等の資源ごみを回収した団体に対して，

　回収本数等に応じて，報償金を交付します。

●家庭用ごみ処理器設置事業　　　　　　　　1,500千円

　一般家庭で生ゴミ処理器を購入，設置した場合，要し

　た経費の一部を補助します。

●合併処理浄化槽設置補助事業　　　　　　10,320千円

　合併処理浄化槽を設置した場合，その経費の一部を補

　助します。

　25基分

●国谷駅｀自転車駐車場整備事業　　　　　　　2,000千円

　国谷駅東口に，簡易式サイクルラックを整備します。

　（約100台分）

●コミュニティ消防センター建設事業　　　33,359千円

　消防器具置場と研修室等の集会所を併設した施設を整

　備します。（２棟）

●防火水槽整備事業　　　　　　　　　　　16,900千円

　防火貯水槽（40t）3基設置

●町営住宅改修等工事　　　　　　　　　　22,500千円

　下台団地外壁・屋上防水等工事他

５

会計名 予　算　額 前年対比

国民健康保険 30億8,129万7千円 5.6％

公共下水道事業 14億3,099万8千円 0.3％

奨　学　資　金 189万円 △0.3％

老人保健事業 30億8,244万4千円 1.4％

介護保険事業 10億7,478万5千円 3.2％

農業集落排水事業 13億7,933万円 31.6％

　支えあいの暮らしが実現する健康福祉都市をめざして

姉地域福祉の推進

　●社会福祉協議会育成事業　　　　　　　22,475千円

　●ボランティアセンター活動助成事業　　2,357千円

４高齢者福祉の推進

　●外出支援サービス事業　　　　　　　　　1,639千円

　　在宅の高齢者に対して，医療機関，介護予防教室等

　　の問を送迎します。

　●寝具洗濯乾燥消毒事業　　　　　　　　　1,260千円

　　ひとり暮らしの高齢者等で，寝具類の衛生管理が困

　　難な人に対して，洗濯・乾燥・消毒を実施します。

　●軽度生活援助事業　　　　　　　　　　3,219千円

　　高齢者が在宅で自立した生活が送れるよう家事介護

　　等を援助します。

　●生きがい活動通所支援事業　　　　　　　6,034千円

　　家に閉じこもりがちな高齢者に対して，施設において

　　他者との交流の機会と各種のサービスを提供します。

　●日帰り介護事業　　　　　　　　　　　　2,640千円

　　在宅の虚弱老人等に対し，老人福祉施設等への送迎

　　や入浴サービス等を実施します。

　●家族介護教室事業　　　　　　　　　　　1,320千円

　　高齢者を介護している家庭に対し，介護方法や介護

　　予防についての教室を実施します。

　●敬老金支給事業　　　　　　　　　　　30,348千円

　　町内在住の75歳以上の高齢者に対し，長寿の祝いと

　　して敬老金を支給します。

　●シルバー人材センター育成事業　　　　10,120千円

　　シルバー人材の育成と円滑なセンター運営を支援し

　　ます。

　●高齢者家庭介護者助成事業　　　　　　13,392千円

　　高齢者の家庭介護者に対し助成金を交付し，負担の

　　軽減を図ります。

◆児童福祉の推進

　●すこやか子育て支援事業　　　　　　　　3,007千円

　　第３子以上を養育している両親へ支後金を交付します。
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利用していますか

町の福祉制度を紹介します

すこやか子育て支援制度

す
こ
や
か
子
育
て

　
　
　
　
　
支
援
金
制
度

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
、
少
子
化
時
代

に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支

援
を
行
う
。

　
　
　
受
給
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
該
当
し
た
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
す
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
支
援
金
額

　
士
人
に
つ
き
　
１
０
０
。
０
０
０
円

　
　
　
申
請
手
続
方
法

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら
３

ヵ
月
経
週
後
に
町
民
生
節
福
祉
課
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
　
購
入
費
補
助

　
　
　
補
助
対
象
者

①
保
護
者
（
養
育
者
）
及
び
乳
幼
児
が

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
乳
幼
児
が
６
歳
未
満
の
者

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト

　
　
　
補
　
助
　
額

　
購
入
額
（
消
費
税
を
含
む
）
　
の
％

（
１
０
０
円
未
満
切
格
言
、
た
だ
し
、

１
台
に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
る
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
等

②
品
質
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書
等

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

第
３
子
以
降
の

　
　
　
保
育
料
全
額
免
除

　
４
月
か
ら
町
立
の
保
育
園
、
民
間
の

２
保
育
園
入
園
児
童
の
保
育
料
が
第
３

子
以
降
は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

・
放
課
後
児
童
健
全

　
　
　
　
　
育
成
事
業

　
保
護
者
等
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
下

校
後
、
保
護
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
と
保
護
者

で
組
織
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
基
本
的
習

慣
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
学
習

す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
主
な
事
業

①
児
童
の
育
成
・
指
導

②
地
域
及
び
保
護
者
相
互
の
連
絡
・
提

　
携

③
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
定
期
的

　
な
運
営
委
員
会
の
開
催

　
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
時
間
及
び
休
日

’
開
設
時
間

　
原
則
と
し
て
、
下
校
時
か
ら
午
後
５

　
時
3
0
分
（
但
し
、
学
校
休
笑
中
は
、

　
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
3
0
分
）

　
休
　
日

　
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始

　
　
対
象
児
童

　
町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
１
・
２

・
３
年
生
の
児
童
で
、
下
校
後
家
族
が

留
守
の
た
め
、
保
護
者
の
指
導
を
受
け

ら
れ
な
い
児
童

　
　
委
託
児
童
ク
ラ
ブ

①
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
3
－
ｒ
ｏ
Ｏ
ｌ
ｎ
Ｕ

へ J

②
メ
リ
土
フ
ン
ド
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
［
Ｏ
ｎ
り
り
乙
１

③
壬
生
寺
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
Ｏ
只
］
１
１

④
森
の
子
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
6
－
（
‥
乙
７
Ｑ
）
０

問
合
せ
先

　
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
1
－
１
只
）
Ｑ
リ
ー

す
こ
や
双
ベ
ビ
ー
・

　
　
ご
家
族
紹
介

６
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町
で
は
、
乳
幼
児
・
妊
産
婦
、
身
体

の
不
自
由
な
方
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
児

童
・
親
を
対
象
に
、
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
医
療
費
の
一
部
（
保
険

診
療
分
か
ら
附
加
給
付
な
ど
を
除
い
た

額
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成

を
受
け
る
に
は
受
給
資
格
考
証
を
受
け
、

受給資格登録申請手続き

医
療
費
の
助
成
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
び
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、

該
当
さ
れ
て
い
る
方
で
ま
だ
助
成
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

種　類 対　象　者
医療受給資格者証の

交付申請に必要なもの

手続き

する所

対象から除

かれる方

乳　幼　児
満６歳未満の乳幼児

を扶養している方
健康保険証

住民譚

出張所

妊　産　婦

母子手帳を受けた月

から出産した月の翌

月末までの妊産婦

健康保険証

母子手帳

住民諜

出張所

重度心身障害者

身体障害者手帳１・

２級及び療育手帳Ａ

１・Ａ２

健康保論証

手帳（身体障害者・

療育）又は診断書

福祉課

児童福祉施

設又は知的

障害者援護

施設に入所

中の方

ひとり親家庭

18歳までの子供を扶

養しているひとり親

家庭の親とその子供

健康保論証

児童扶養手当証書等又

は戸籍謄本・住民票

福祉課
所得が制限

額以上の方

医
療
費
助
成
の

　
　
　
　
受
け
方

（
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
手
続
き
）

ご
申
請
方
法

　
医
療
機
関
で
助
成
申
請
書
に
保
険
診

療
証
明
を
受
け
（
保
険
点
数
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
の
場
合
は
証
明
不
要
）
、

申
請
者
記
入
欄
に
必
要
事
項
を
記
載
・

捺
印
し
、
福
祉
課
又
は
出
張
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
福
祉
課
宛
の
郵
送

で
も
言

ご
甲
請
期
間

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
月
か
ら

１
年
以
内

づ
助
成
額

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額

（
保
険
診
療
分
か
ら
高
額
療
養
費
、
附

加
給
付
な
ど
を
差
し
引
い
た
領
）
で
す
。

’
そ
の
他

　
受
給
資
格
が
無
く
な
っ
た
場
合
は
、

連
々
か
に
医
療
費
受
給
資
格
置
証
を
福

祉
課
又
は
出
張
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

の
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
お
読
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
町
民
生
部
福
祉
課
医
療
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
7
‐
¥
C
X
D
C
QN

７
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防止し住みよい環境を守りましょう

4月から

直

却

す

が

ぢ許可が必要です

　「壬生町土砂等の埋立等による土壌の汚染及び災害の

発生の防止に関する条例」により、500�以上3､000�未

満の上地に土砂等を搬入する場合は、事前に許可が必要

です。

　無許可で事業を行う等の条例に違反する者は「最高１

年以下の懲役若しくは50万円以下の罰金」に処せられま

す。

　その他、土壌の汚染を生じさせるような埋立て等はす

べて禁止されています。

ごみの投棄は禁止されでいます

違反行為には罰則があります

　廃棄物処理法により、すべての廃棄物の投棄は禁止さ

れています。違反者は、「１年以下の懲役又は300万円以

下の罰金」に処せられます。

　家電リサイクル法の施行により廃家電のリサイクル費

用を排出者も負担することになります。適正な処理にご

協力ください。

　次の場合を除き、廃棄物の焼却は禁止されていま

す。これに違反すると「３年以下の懲役若しくは300

万円以下の罰金又はこれらの併科」に処せられます。

・廃棄物処理法の基準に従って焼却炉等で廃棄物を

　焼却する場合

・どんど焼きなど社会観念上やむをえないもの

・たき火など日常生活を営むために通常行われる廃

　棄物の焼却で、周辺地域の生活環境に与える影響

　が軽微なもの

※直接罰が適用されない上記の場合であっても、周

　辺の生活環境への影響が認められるときには、中

　止していただいたり、改善指導の対象となること

　があります。

※火災とまぎらわしい煙等を発生するおそれのある

　行為の消防署への届出制度は、火災防止の観点か

　ら設けられたものであり、届出によって野外焼却

　が合法化されるものではありません。

問合せ先　町保健課環境公害係

　　　　　　　　　　　　　�81－1834

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8



マ
ミ
ー
ポ
ッ
ト
み
ぶ

渡
辺
順
道
農
業
奨
励
賞
を
受
賞

　
第
２
回
渡
道
順
道
農
業
奨
励
賞
の
交

付
式
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
マ
ミ
ー
ポ
ッ

ト
み
ぶ
宝
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
花

き
生
産
部
会
）
が
農
業
奨
励
賞
を
受
賞

　株式会社　北研

地域活性化貢献企業賞

　　　　　　　に輝く

受賞されたマミーポットみぶの皆さん

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
業
振
興
発
展
の
た
め
、

農
業
者
組
織
団
体
等
の
活
動
を
通
じ
、

農
業
技
術
や
経
営
の
改
善
、
地
域
農
業

の
振
興
発
展
、
農
家
生
活
の
向
上
等
、

優
れ
た
業
績
を
残
し
た
個
人
及
び
団
体

に
交
付
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
了
ベ
ー
ポ
ッ
ト
み
ぶ
は
、
町
生
活
改

善
ク
ラ
ブ
員
の
う
ち
、
花
き
（
苗
）
栽

培
に
興
味
の
あ
る
ク
ラ
ブ
員
に
よ
り
平

成
1
0
年
1
1
月
に
発
足
し
、
ク
ラ
ブ
員
自

ら
が
経
営
へ
の
参
画
と
地
域
活
動
へ
の

参
加
を
目
指
し
、
自
主
的
な
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
こ
れ
ら
の
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　消防団鈴木副団長

日本消防協会功績章受章

　
壬
生
町
消
防
団
扇
団
長
の
鈴
木

正
美
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
消

防
協
会
功
績
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
4
8
年
４
月

町へ報告に訪れた北研の井上常務（左）

　
平
成
1
2
年
度
地
域
活
性
化
貢
献
企
業

の
表
形
式
が
３
月
９
日
、
フ
オ
ー
シ
ー

ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
東
京
で
開
か
れ
、
駅
東

町
の
㈱
北
研
（
代
表
取
締
役
社
長
　
内

堀
俊
幸
）
が
地
域
活
性
化
貢
献
企
業
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
と
卸
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
、
地
方
を
拠
点
に
事

業
展
開
を
行
う
企
業
の
な
か
か
ら
、
地

域
の
た
め
に
貢
献
し
た
企
業
を
表
彰
し

て
い
る
も
の
で
、
地
方
で
活
躍
す
る
優

と鈴木副団長（右）中根団長（左）

に
入
団
以
来
2
5
年
間
、
壬
生
町
の

火
災
や
風
水
害
か
ら
町
民
の
生
命

や
、
財
産
を
守
り
、
火
災
予
防
の

啓
蒙
普
及
活
動
に
活
躍
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

良
企
業
を
全
国
に
紹
介
し
、
地
域
の
イ

メ
と
ン
向
上
と
産
業
の
活
性
化
を
ね
ら

い
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
㈱
北
研
は
、
オ
ガ
ク
ズ
に
よ
る
シ
イ

タ
ケ
の
菌
床
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
日
本
で

初
め
て
開
発
（
北
研
方
式
）
、
全
国
の

農
家
を
組
織
し
、
菌
床
栽
培
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
で
、
零
細
農
家
の
経
営
安
定

に
貢
献
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
こ
れ

ら
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

納税は口座振替が便利です！　本支店の口座でも振替できます

　
お
忙
し
い
方
や
お
年
寄
り
の
方
、

不
在
に
な
り
が
ち
な
方
な
ど
、
町

税
等
の
納
期
内
納
付
を
す
る
の
が

困
難
な
方
に
は
、
口
座
振
替
が
大

変
便
利
で
す
。

　
町
で
は
、
町
税
等
の
口
座
振
替

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
3

年
４
月
１
日
か
ら
納
税
者
の
利
便

を
図
る
た
め
金
融
機
関
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
左
記
の
と
お
り
各
金

融
機
関
本
支
店
の
口
座
か
ら
で
も

振
替
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　
各
金
融
機
関
窓
口
で
「
壬
生
町

税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
通
帳
の
印
鑑
を

押
印
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
申
込
月

の
翌
月
か
ら
町
税
等
の
口
座
振
替

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

是
非
、
便
利
な
口
座
振
替
を
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

壬
生
町
総
務
部
税
務
課
収
税
係

　
　
　
　
�
8
1
－
１
８
１
６

　
取
扱
金
融
機
関

足
利
銀
行
本
支
店

栃
木
銀
行
本
支
店

宇
都
宮
信
用
金
庫
本
支
店

栃
木
信
用
金
庫
本
支
店

下
野
農
業
協
同
組
合
本
支
店

９



194人の児童・生徒を

前沙

｜

｜

ｌ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
の
功
績
た
た
え
る

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
た
児
童
・
生
徒
の
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
る
平
成
1
2
年
度
壬
生
町
児
童
・

生
徒
表
形
式
が
３
月
２
日
、
壬
生
中
央

公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
小
学
生
4
9
人
、
中
学
生
1
4
5

人
の
計
1
9
4
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
清
水
町
長
か
ら
「
こ
れ
か

ら
も
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
仲
ば
し
、

立
派
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
表
形
状
が
各
部
門
の
代
表

者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

壬
生
小
学
校
‐
・
…
…
…

○
第
３
回
栃
木
県
小
中
学
生
選
抜
書
道

物腰

選
　
寺
内
　
良
知

○
第
3
3
回
下
野
教
育
書
道
展

　
金
　
賞
　
坂
本
葉
由
、
福
田
成
美
、

　
　
　
　
　
佐
藤
友
希
、
小
嶋
悠
起
子

○
第
5
4
目
栃
木
県
小
学
生
柔
道
錬
成
大

　
会

　
６
年
生
の
部
優
勝
　
　
海
老
沼
　
宙

○
第
2
3
回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

　
道
交
流
大
会

　
４
年
生
の
部
優
勝
　
　
上
野
　
琢
朗

○
第
3
8
回
足
利
市
民
総
合
選
手
権
大
会

　
兼
第
1
5
回
栃
木
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ

　
競
技

　
小
学
生
１
、
２
年
の
部
2
5
原
級

　
優
　
勝
　
　
鈴
水
　
大
貫

　
小
学
生
３
、
４
年
の
郡
3
0
原
級

　
優
　
勝
　
　
早
乙
女
天
資

○
第
5
2
回
書
初
中
央
展

　
大
　
賞
　
寺
内
　
良
知

　
準
大
賞
　
大
垣
あ
ず
さ

　
金
　
賞
　
宮
国
母
奈
、
生
沼
右
妃

　
　
　
　
　
鈴
水
準
人
、
鈴
氷
期
大

　
　
　
　
　
福
田
成
美
、
佐
藤
友
希

壬
生
東
小
学
校
　
１

０
栃
木
県
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス

　
最
優
秀
賞
　
阿
久
津
佑
希

○
第
1
9
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
金
　
賞
　
大
粟
拓
馬
、
田
中
麻
貫

睦
小
学
校
…
…
…
…
　
…
…

○
な
か
が
わ
水
遊
園
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

　
ラ
ク
タ
ー
募
集

　
最
優
秀
貫
　
高
山
　
翼

○
電
気
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー

　
最
優
秀
賞
　
増
山
　
裕
美

○
第
6
8
回
全
国
書
画
展
覧
会

　
金
　
賞
室
久
志
織

○
第
1
9
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
金
　
賞
　
山
室
　
起
也

稲
葉
小
学
校

０
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
ポ
ス
タ
ー
図

　
案
コ
ン
ク
ー
ル

　
特
　
選
　
神
永
紗
緒
里

○
第
3
3
回
下
野
教
育
書
道
展

　
金
　
賞
　
益
田
久
美
子

○
第
2
3
回
日
本
剣
道
少
年
団
研
修
会
書

　
道
展

　
笹
川
賞
　
高
久
　
淳

羽
生
田
小
学
校
・
Ｉ
　
　
　
ミ

○
第
5
2
回
書
初
中
央
展

　
金
　
賞
　
赤
羽
投
信
世

壬
生
北
小
学
校
’
・
ｙ
ｊ

Ｏ
栃
木
県
緑
化
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

　
会
長
賞
　
大
垣
智
斐
呂
、
小
川
拓
也

　
　
　
　
　
毛
塚
竜
也
、
大
関
一
樹
。

　
　
　
　
　
高
津
戸
香

○
第
3
3
回
下
野
教
育
書
進
展

　
金
　
賞
　
山
野
井
淳
美

安
塚
小
学
校

○
第
5
2
回
書
初
中
央
展

　
金
　
賞
　
大
久
保
輝
枝
、
佐
藤
貴
仁

○
第
5
4
回
栃
木
県
小
学
生
柔
道
錬
成
大

　
会
　
４
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
奥
村
は
ん
せ
ん

　
　
　
　
　
人
類
　
康
史

○
全
国
書
画
展
覧
会

　
特
選
飯
田
智
史

　
金
　
賞
　
大
森
ほ
な
み
、
粂
川
鮎
美

　
　
　
　
　
鈴
木
啓
太
、
鈴
木
健
史
、

　
　
　
　
　
鈴
木
妃
奈
、
佐
藤
綾
、
田

　
　
　
　
　
中
美
穂
、
遠
藤
友
哉
、
大

　
　
　
　
　
久
保
容
枝
、
松
本
飛
鳥

壬
生
中
学
校
―
…
…
…
…
…
…
…
１

０
第
3
3
回
下
野
教
育
書
道
展

　
準
特
選
　
赤
羽
根
良
美

　
金
　
賞
　
落
合
可
織
、
村
上
智
美

○
第
２
回
栃
木
県
学
校
教
育
書
写
書
道

　
作
品
展

　
半
紙
の
部

　
準
大
賞
　
須
藤
明
日
香

　
金
　
賞
　
落
合
　
可
織

　
条
幅
の
部

　
金
　
賞
　
井
田

○
緑
づ
く
り
「
夢
」

　
最
優
秀
賞

○
県
中
学
校
英

語堤

由

美
香作
織文

コ
ン
ク
ー
ル

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

　
優
秀
賞
　
堤
　
香
織

○
栃
木
県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭

　
合
奏
の
部

１０



金
　
賞

　
榎
本
真
実
、
中
村
夏
美
、
横
田
尚

　
美
、
落
合
可
織
、
神
長
良
枝
、
足

　
肋
真
由
美
、
宮
崎
司
、
森
田
恵
里

　
子
、
高
久
有
理
、
石
渾
茉
奈
美
、

　
大
橋
智
美
、
中
嶋
由
佳
、
戸
崎
里

　
美
、
山
川
明
香
、
山
田
結
子
、
石

　
塚
仁
美
、
小
林
亜
由
美
、
高
橋
香

　
織
、
山
崎
亜
希
子
、
藍
田
仁
美
、

　
出
井
春
佳
、
安
倍
み
の
り
、
鈴
木

　
綾
乃
、
村
上
智
美
、
吉
川
佳
織
、

　
宇
野
奈
津
子
、
川
島
郁
美
、
新
田

　
彩
乃
、
農
薬
美
佳
、
蓬
田
梢
、
渡

　
澄
舞
、
渡
遺
真
理
、
川
俣
沙
織
、

一

　
　
篠
幸
芙
、
橋
本
里
恵
、
出
芽
未
紗
、

　
　
尾
花
由
美
、
田
中
郡
江
、
林
里
奈

　
　
前
田
百
恵
、
鈴
木
理
絵
、
中
里
友

　
　
紀
、
宇
賀
神
舞
子
、
犬
島
千
穂
、

　
　
新
村
愛
美
、
浜
野
い
つ
き
、
板
子

　
　
絵
里
加
、
浄
土
芙
美
子
、
野
□
晴

　
　
香
、
松
尾
鮎
美
、
木
ノ
内
千
尋
、

　
　
青
米
美
緒
、
鈴
木
彩
、
豊
田
智
子
、

　
　
久
保
有
桂
里
、
青
柳
名
律
子
、
秋

　
　
田
恵
里
、
栗
原
千
秋
、
佐
藤
穂
波
、

　
　
王
田
巻
奈
、
戸
崎
の
ぞ
み
、
甫
坂

　
　
智
代

○
栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
２
年
男
子
　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

表彰された児童の皆さん

　
優
　
勝
　
高
橋
洸
樹
、
大
橋
正
洋
、

　
　
　
　
　
山
名
宛
介
、
渡
辺
直
人

○
高
円
窓
杯
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論

　
大
会
県
大
会

　
優
秀
賞
　
サ
水
　
彩

○
第
5
2
回
書
初
中
央
展

　
大
　
賞
　
神
長
　
貴
志

　
準
大
賞
　
寺
内
　
彩

　
特
　
賞
　
渡
辺
　
佳
美

　
金
　
賞
　
早
乙
女
歩
、
小
森
麻
衣
、

　
　
　
　
　
鈴
木
千
尋

南
犬
飼
中
学
校
？
』

○
第
3
3
回
下
野
教
育
書
進
展

表彰された壬生中学校生徒の皆さん

a
.
s
l
j
‐
I
l
j
l
j
l
&
‐
j
i
o

　
全
　
賞
　
渡
辺
智
之
、
手
塚
浩
美
、

　
　
　
　
　
河
野
辺
奈
緒
、
長
香
織

○
第
９
回
「
と
ち
ぎ
教
育
の
日
」
作
品

　
募
集

　
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
優
秀
賞
　
宮
本
　
み
を

○
栃
木
県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭

　
合
唱
の
部

　
金
　
賞

　
　
石
村
法
美
、
鈴
木
千
賀
子
、
橋
本

　
　
霞
、
宮
本
み
を
、
横
尾
望
、
増
淵

　
　
智
文
、
稲
毛
田
美
歩
、
落
合
淑
恵
、

　
　
小
松
裕
美
、
古
谷
知
子
、
工
面
優

　
　
樹
、
粂
川
実
有
紀
、
坂
入
淑
恵
、

表彰された南犬飼中学校生徒の皆さん

　
　
武
田
純
果
、
山
口
端
加
、
渡
漫
真

　
　
実
子
、
芹
潭
真
志
、
中
川
晃
成
、

　
　
大
川
絵
美
、
加
藤
沙
織
、
加
藤
ち

　
　
さ
と
、
鈴
木
麻
己
子
、
室
井
歩
美
、

　
　
赤
羽
根
聡
美
、
飯
田
香
織
、
小
森

　
　
真
由
美
、
川
嶋
諭
、
君
島
一
弘
、

　
　
石
川
知
世
、
矢
嶋
優
美
、
古
潭
真

　
　
祐
美

○
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

　
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

　
優
　
勝
　
上
岡
　
正
明

○
栃
木
県
総
合
体
育
大
会

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
優
　
勝

　
　
木
村
太
一
、
平
野
敦
也
、
大
垣
直

　
　
通
、
粂
川
健
、
田
中
真
人
、
金
子

　
　
翼
、
臼
井
花
輪
、
大
垣
善
弘
、
斎

　
　
藤
貴
志
、
村
上
晋
太
郎
、
毛
塚
洵
、

　
　
川
嶋
諭
、
羽
石
佳
弘
、
小
口
直
人
、

　
　
森
田
康
裕
、
田
中
将
司
、
中
川
晃

　
　
成
、
岩
崎
泰
一

〇
下
野
教
育
美
術
展

　
絵
画
の
部

　
準
大
賞
　
宮
本
　
み
を

　
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
金
　
賞
　
高
津
戸
　
望

○
第
5
2
回
書
初
中
央
展

　
準
大
賞
　
古
潭
真
祐
美
、
山
野
井
由

　
　
　
　
　
佳

　
金
　
賞
　
大
森
亮
平
、
手
塚
浩
美
、

　
　
　
　
　
渡
辺
智
之
、
稲
毛
田
美
歩

　
　
　
　
　
月
井
か
お
り

１１



た
だ
い
ま

わんぱく公園オープンで大忙しZ/

焦らず地道に、

究極の昧を求めて

ＪＡしもつけ

　　｢みよしろ｣

　
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
を
目
安
に
、
お
も

ち
ゃ
博
物
館
を
合
め
た
町
総
合
公
園
内

に
適
当
な
飲
食
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
町
民
か
ら
の
声
に
答
え
、
町
は

昨
年
既
存
の
建
物
を
改
築
し
、
Ｊ
Ａ
し

も
つ
け
壬
生
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

が
大
店
。
食
堂
『
ゆ
う
が
お
館
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
食
堂
は
女
性
会
を
中

心
と
し
て
永
年
培
っ
て
き
た
「
知
恵
と

技
」
プ
ラ
ス
「
お
ふ
く
ろ
の
昧
」
を
メ

イ
ン
に
農
村
文
化
の
伝
承
に
Ｉ
役
買
っ

て
い
ま
す
。

　
食
堂
は
ス
タ
ッ
フ
1
2
名
が
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
、
当
番
制
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
営
某
日
は
土
、
日
、
祭
日
で

営
業
時
間
は
午
前
１
１
蒔
か
ら
午
後
３
時

迄
で
す
。

　
ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
は
、
そ
ば
、
う
ど

ん
を
は
じ
め
、
ご
飯
も
の
、
お
飲
物
と

各
種
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
食
は
三

風
と
言
い
、
他
意
・
他
消
を
基
本
に
、

地
元
で
取
れ
た
安
全
・
新
鮮
な
農
作
物

に
生
産
者
自
ら
が
付
加
価
値
を
つ
け
て
、

真
心
を
こ
め
て
手
作
り
の
味
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
お
そ
げ
ば
他
粉
百
パ
ー

セ
ン
ト
、
風
味
と
甘
み
が
織
り
な
す
ハ
ー

モ
ニ
ー
は
口
中
調
味
と
相
ま
っ
て
、
何

と
も
い
え
な
い
さ
わ
や
か
で
深
み
の
あ

る
味
を
か
も
し
だ
し
て
、
美
味
し
い
と

評
判
で
す
。
こ
の
味
を
求
め
て
、
何
度

も
い
ら
し
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方

も
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。

　
今
後
は
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
と
お
客
様

の
要
望
に
お
応
え
し
な
が
ら
、
小
さ
な

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
の
ご
家
族
様
に

喜
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ロ
グ
ハ
ウ

ス
食
堂
を
目
指
し
、
お
料
理
に
心
を
添

え
て
お
も
て
な
し
し
て
い
き
た
い
と
、

一
同
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
焦
ら
な

い
で
地
道
に
究
極
の
味
を
求
め
て
…

皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

~
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シ
ョ
ン
ダ
・
Ｉ
Ｉ
ト
ナ
ー
を
自
負
す
る
、
我

が
お
も
ち
ゃ
博
物
館
６
名
の
解
説
員
の

一
人
、
壬
生
町
在
住
の
ホ
ー
プ
、
須
釜

由
美
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
彼
女
は
、
大
学
で
被
服
学
を
学
び
、

更
に
和
裁
専
門
学
校
師
範
科
を
卒
業
し

た
、
在
職
１
年
の
異
色
の
新
人
で
す
。

特
技
は
当
然
和
裁
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
が
、
何
し
ろ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ

一 一 一 一

り
ま
す
。
入
社
動
機
は
『
お
も
ち
ゃ
と
‐
‐
‐

｀
　
　
’
　
：
　
　
』
　
　
’
゛
‘
｀
：
　
”
；
し

い
う
人
々
に
夢
を
与
え
る
」
職
業
に
魅

力
を
感
じ
た
そ
う
で
す
が
、
な
か
な
か

の
前
向
き
な
女
性
で
す
。
仕
事
に
趣
味

に
と
幅
広
く
、
な
か
で
も
海
外
旅
行
に
一

行
く
の
が
好
き
だ
と
か
。
「
社
会
人
に
‐
‐
‐

な
る
と
、
な
か
な
か
行
く
機
会
が
作
柄

ま
せ
ん
が
、
今
度
は
欧
州
の
方
に
行
こ

て
み
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
’

た
。

紹
介
者
　
お
も
ち
ゃ
博
物
館
職
員
一
同

一 一

１２

　
お
も
ち
や
博
物
館
は

央
に
位
置
す
る
国
谷
に

月
2
3
目
に
オ
ー
プ
ン
し

年
を
経
過
し
ま
す
。

　
こ
の
間
、
お
も
ち
ゃ
を
テ
ー
マ
と
し

た
ユ
ニ
ー
ク
さ
か
ら
、
種
々
話
題
を
提

供
し
、
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
後
押

し
も
あ
っ
て
、
全
国
か
ら
百
万
人
を
超

え
る
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
都
市
緑
化

と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
の
壬
生
会
場
跡
地
が
、

と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
に
衣
更
え
し
て

３
月
2
4
日
に
開
園
し
た
こ
と
か
ら
、
お

も
ち
ゃ
博
物
館
と
公
園
が
一
体
と
な
り

「
公
園
の
あ
る
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
子
供
達
の
夢

と
期
待
感
を
凝
縮
し
た
滞
在
時
間
の
永

い
孚
供
の
王
国
〃
と
し
て
、
お
客
様

に
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
で
は
、
お
客
様
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー



とっておきの

＠入ｏ

一

　
水
墨
画
と
出
会
い
、
「
仲
間
に
入
っ

て
楽
し
く
や
り
た
い
な
」
と
思
っ
た
の

は
1
5
～
1
6
年
前
で
し
た
。
義
理
の
お
兄

さ
ん
が
教
室
を
開
い
て
い
て
、
そ
の
展

示
会
を
見
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ

そ
う
で
す
。
そ
の
後
義
兄
が
他
界
し
、

自
分
の
教
室
を
開
か
な
い
ま
で
も
、
人

に
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
1
0
年
程
立
つ

そ
う
で
す
。

　
時
間
の
許
す
限
り
、
あ
ち
こ
ち
に
出

か
け
、
花
や
野
菜
、
魚
、
風
景
な
ど
を

ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
ま
す
。
１
本
の
筆
に

３
種
類
の
濃
さ
の
墨
を
つ
け
、
筆
の
運

び
で
、
か
す
れ
・
に
じ
み
・
ば
か
し
を

出
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
し
か
し
思
っ

た
よ
う
な
墨
の
色
は
な
か
な
か
出
な
い

よ
う
で
、
失
敗
を
経
験
す
る
こ
と
が
上

水墨画が生きてきた証です

遠
の
コ
ツ
だ
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
年
に
２
回
足
銀
の
ロ
ビ
ー
で

同
好
会
の
作
品
展
を
開
催
し
、
町
の
人

に
親
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
永
く
続
け
ら
れ
る
の
も
、
生
き
て
い

た
証
を
残
そ
う
と
い
う
思
い
と
、
地
域

の
人
と
交
流
し
な
が
ら
、
好
き
な
こ
と

が
で
き
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
作
品
も
大
き
い
物
か
ら
、
半
紙
大
の

物
ま
で
様
々
で
、
近
々
個
展
を
開
い
て

み
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

失敗を経験するのが

　　　………………上達のコツ

船橋久子さん三好町

一 一 　 - －

・ ･ ･ ＝ ･ ･ ･ ･ ･ － ･ ･ ･ ･ ■一 一 一 一 一 一 一 一

戈T
短
　
　
歌

百緋峠

舌f菅み

のの
費莞そ

あよ

り　ぐ

摂芝湿

　4･･←
　〃
’こ「

原
の
枯
枝
に

理
は
か
な
し

春
雪
は
野
づ
ら
を
馳
け
て
来
し
風
に

半
日
た
ら
ず
で
解
け
て
し
ま
え
り

巻
物
に
品
替
え
を
せ
し
デ
パ
ー
ト
に

着
ぶ
く
れ
の
わ
れ
は
と
ま
ど
い
て
お
り

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
し
孫
の
愛
し
き
を

逝
き
た
る
夫
に
見
せ
た
か
り
し
を

　
　
　
俳
　
　
句

夭
折
の
友
の
は
る
け
し
春
堪
能

雪
の
中
ひ
と
つ
傘
な
る
二
人
か
な

地
下
た
び
の
先
に
甘
え
る
蕗
の
と
う

別
れ
来
て
マ
フ
ラ
ー
に
顔
埋
め
け
り

文
化
協
会
文
芸
部
選

秋
山
　
セ
ン

荒
川

弘
子

和
久
井
　
香

刀
川
サ
ク
子

佐
藤
　
淑
子

高
橋
　
田
鶴

広
沢
　
ツ
ヤ

高
山
香
代
子

１３



参ちのわだい
た

め旧

教育長室で贈呈

築
移
転
し
た
稲
葉
警
察
官
駐
在
所
が
完

成
し
、
３
月
８
日
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
し
い
駐
在
所
の
建
物
は
8
2
・
７
�

の
平
屋
建
て
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
金
子
政
夫
巡
査
部
長
は

「
駐
在
所
を
軸
と
し
、
地
域
の
問
題
解

　
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
で
は
こ
の
ほ

ど
壬
生
中
・
南
犬
飼
中
の
新
人
学
生
に

自
転
車
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
購
入
補

助
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
安
全

協
会
の
活
動
と
し
て
毎
年
贈
呈
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
最
近
県
内
で
中
学
生
の
自
転
車
で
の

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
さ

ら
な
る
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
稲
葉
駐
在
所
の
管
轄
は
、
従
前
ど
お
り
、

上
稲
葉
、
七
ツ
石
、
羽
生
田
、
福
和
田
、

中
泉
、
助
谷
、
北
小
林
の
一
部
を
所
管
し

ま
す
。

開
所
式
の
様
子

地球環境はあなたとわたしの足元から

「女と男とのっどい」に2りり人

消費者友の会会員による寸劇を披露

　
　
「
地
球
環
境
は
あ
な
た
と
わ
た
し
の

足
元
か
ら
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第
1
3
回

「
女
と
男
と
の
つ
ど
い
」
が
２
月
1
0
口
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
約
2
0
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

ご
神
体
を
一
般
タ
開

天
満
宮
の
式
年
大
祭

-

25年ぶりの一般公開なごで賑わっ

た式年大祭

　
こ
の
催
し
は
、
町
教
育
委
員
会
と
町
　
１
４

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り

開
か
れ
た
も
の
で
、
栗
原
消
費
者
友
の

会
長
か
ら
「
消
費
老
友
の
会
の
あ
ゆ
み
」
、

安
生
相
談
員
か
ら
は
「
消
費
生
活
相
談

に
つ
い
て
」
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
会
員
ら
に
よ
り
「
リ
サ
イ

ク
ル
で
ご
み
減
量
」
の
寸
劇
が
披
露
さ

れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
今
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
町
の
ご
み
の
実
態
等
に

つ
い
て
の
分
か
り
や
す
い
発
表
に
、
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
調
講
演
で
は
、
「
エ
コ
ラ

イ
フ
実
践
の
た
め
に
」
と
題
し
、
若
村

育
子
先
生
の
体
験
を
通
し
て
の
お
話
が

あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
学
問
の
神
と
し
て
菅
原
迫
真
を
祭
る

上
稲
葉
の
天
満
宮
で
、
２
月
2
5
日
天
満

宮
式
年
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
目
は
、
大
祭
を
記
念
し
て
の
合

格
太
鼓
の
奉
納
や
、
2
5
年
ぶ
り
の
ご
神

体
の
一
般
公
開
が
あ
り
、
合
格
祈
願
の

受
験
生
な
ど
大
勢
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
稲
葉
小
学

校
児
童
の
書
き
初
め
の
展
示
や
代
々
神

楽
、
五
段
囃
子
の
演
出
な
ど
も
あ
り
、

終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。



参ちのわだい地域の話題などをお寄せください

ソ

メ

ジ

ヤ

ヽ -

イ
ョ
シ
ノ
な
ど
を
植
樹

ス
コ
タ
共
施
設
緑
化
事
業

　
　
　
２
月
2
6
日
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子
の
森
で

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ
ブ
ッ
バ
キ
、
エ
ゴ

ノ
キ
な
ど
の
植
樹
が
行
わ
れ
、
ジ
ャ
ス

コ
み
ぶ
店
の
社
員
ら
の
手
に
よ
り
、
1
7

本
の
苗
木
が
植
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ス
コ
㈱
束
関
束
カ
ン
パ
ニ
ー
で

は
、
環
境
保
全
・
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
県
内
の
店
舗
で
お
客
様
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
古
本
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
販
売
を
行
い
、
そ
の
収
益
金
を

公
共
施
設
等
の
緑
化
活
動
に
支
援
し
て

お
り
、
今
回
の
植
樹
は
、
こ
れ
ら
の
事

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
を
植
樹
　
業
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
入
隊
の

　
大
粟
さ
ん
、
山
川
さ
ん
を
激
励

　
平
成
1
3
年
度
に
自
衛
隊
に
入
隊
さ
れ

る
方
の
激
励
会
が
、
３
月
2
1
目
役
場
町

長
室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
入
隊
さ
れ
る
の
は
、
陸
上
自
衛

隊
入
隊
予
定
の
大
粟
貴
美
男
さ
ん
（
至

宝
灯
北
）
と
山
川
英
祐
さ
ん
（
上
表
灯
）

の
２
名
で
す
。

　
激
励
会
で
は
、
清
水
町
長
を
け
じ
め
、

阿
久
津
自
衛
隊
栃
木
地
方
連
絡
部
小
山

募
集
事
務
所
長
及
び
松
井
町
自
衛
隊
父

兄
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
色

紙
や
投
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

左
か
ら
３
番
目
大
栗
さ
ん

４
番
目
が
山
川
さ
ん

ンづ
／
　
″

　
オ

　
　
蛸

　
　
Ｓ

園児・児童によるく堰玉割り

　
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国
都
市
緑
化
と

ち
ぎ
フ
ェ
ア
会
堤
防
に
再
整
備
が
な
さ

れ
て
い
た
「
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
」

Tj7｡煮がし
スポ
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第15回町民剣道大会2 /25

　(町総合運動場武道館

　　　　　　89名参加)

　
　
　
　
　
成
　
　
績

小
学
１
～
２
年
の
部

　
優
　
勝
　
粂
川
　
明
範
（
お
）

　
準
優
勝
　
福
永
　
将
明
（
お
）

　
３
位
神
尾
昴
志
（
お
）

　
　
ク
　
　
高
田
　
遠
大
（
お
）

小
学
３
～
４
年
の
部

　
優
　
勝
　
豊
田
　
敦
史
（
壬
）

｀ J

が
３
月
2
4
日
、
装
い
を
新
た
に
再
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
地
元
の
小
学
生
の
わ
ん

ぱ
く
百
石
の
ほ
か
、
町
内
の
小
学
生
・

準
優
勝

３
　
位

菊
池
　
美
咲

上
野
　
琢
朗

増
田
　
旅
費

ハ壬

心

八壬

心

八
壬

心/

小
学
５
～
６
年
の
部

　
優
　
勝
　
田
辺
　
傑
作
字
）

　
準
優
勝
　
中
村
麻
里
瑛
（
お
）

３
　
位

鰹
沼
　
卓
也
（
壬
）

増
田
　
友
彦
♀
）

中
学
生
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
上
野

　
準
優
勝
　
大
粟

　
３
　
位
　
小
藤

　
　
ク
　
　
青
木

中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

率
優
勝

３
　
位

裕
生

雅
規

翔
平

太
一

（
壬
申
）

子
中
）

手
中
）

（
大
串
）

菊
池
　
美
姫
子
中
）

白
石
加
奈
子
（
壬
申
）

小
林
　
華
鈴
子
中
）

保
育
園
・
幼
稚
園
、
近
隣
の
盲
・
聾
・

養
護
学
校
の
園
児
や
児
童
が
参
加
し
た

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
と
て
も
暖
か
く
、
大
勢
の

家
族
連
れ
が
開
門
を
待
ち
、
国
谷
幼
稚

園
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
先
導
さ
れ

て
公
園
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
緑
化
フ
ェ
ア
時
の
「
こ
ど

も
の
城
」
や
「
な
か
よ
し
農
園
」
「
ふ

し
ぎ
の
船
」
「
ぱ
な
ぱ
な
の
ま
ち
」
な

ど
が
残
っ
て
い
て
、
「
夢
花
壇
」
な
ど

に
も
季
節
の
花
々
が
植
え
ら
れ
、
１
年

中
楽
し
め
ま
す
。

一
般
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
３
　
位

臼
井
　
由
美
（
火
中
）

本
村
　
省
一

藤
田
　
剛

大
橋
史
彦

水
島
清
隆

（
壬
）
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

（
お
）
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道
教
室

各
部
門
優
勝
者
の
皆
さ
ん

１５



一
〈
↑
ゾ
犬
一

◆
教
育
次
長
（
教
育
次
長
兼
生
涯
学
習

課
長
）
伊
藤
仁
一
命
民
生
部
長
（
参
事

兼
会
計
課
長
）
日
永
正
巳
命
建
設
部
参

事
兼
下
水
道
課
長
（
建
設
部
下
水
道
課

長
）
○
粂
川
邦
央
命
経
済
部
参
事
兼
長

務
課
長
（
経
済
部
長
務
課
長
）
○
二
瓶

義
彦
◆
総
務
部
参
事
兼
総
務
課
長
（
総

務
部
総
務
課
長
）
○
渡
辺
長
二

７
Ｔ
ソ
犬
｀

◆
生
涯
学
習
課
長
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）
増
渕
陽
三
◆
民
生
部
介
護
保
険

課
長
（
民
生
部
福
祉
課
主
幹
兼
社
会
福

祉
係
長
）
木
野
内
友
明
秦
会
計
課
長

（
総
務
部
税
務
課
主
幹
兼
介
護
保
険
料

保
長
）
若
林
房
司
◆
農
業
委
員
会
事
務

局
長
（
経
済
部
長
務
課
主
幹
兼
振
興
係

長
）
鈴
木
良
男
◆
民
生
部
住
民
課
主
幹

兼
国
民
年
金
保
長
（
建
設
部
建
設
課
主

幹
兼
管
理
係
長
）
佐
藤
正
二
◆
経
済
部

長
務
課
主
幹
兼
振
興
係
長
（
民
生
節
保

健
課
主
幹
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）
中

村
誠
一
◆
民
生
部
保
健
課
主
幹
兼
清
掃

セ
ン
タ
ー
所
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主

幹
兼
振
興
係
長
）
板
橋
誠
奉
学
校
教
育

課
主
幹
兼
庶
務
係
長
（
民
生
節
福
祉
課

主
幹
兼
兄
童
福
祉
係
長
）
伊
藤
幸
男
令

民
生
部
福
祉
課
主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長

（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹
）
寺
内
光

男
拳
総
務
都
税
務
課
主
幹
兼
介
護
係
険

料
係
長
（
民
生
都
住
民
課
主
幹
兼
国
民

年
金
係
長
）
根
津
文
夫
季
民
生
都
住
民

課
主
幹
兼
稲
葉
出
張
所
長
（
民
生
節
住

民
課
主
幹
兼
町
民
生
活
係
長
）
梁
島
照

一
季
生
涯
学
習
課
主
幹
・
中
央
公
民
館

勤
務
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
庶

務
係
長
）
安
納
一
雄
帝
建
設
都
建
設
課

主
幹
兼
管
理
係
長
（
総
務
部
企
圓
財
政

課
主
幹
兼
企
画
謂
整
係
長
）
神
永
喜
市

参
農
葉
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係

長
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）

熊
倉
英
古
季
民
生
部
住
民
課
主
幹
兼
町

民
生
活
係
長
（
民
生
節
住
民
課
主
幹
兼

稲
葉
出
張
所
長
）
榎
本
安
夫
季
会
計
課

主
幹
兼
審
査
係
長
（
会
計
課
長
補
佐
兼

審
査
係
長
）
○
稲
葉
輝
雄
希
民
生
節
住

民
課
主
幹
兼
住
民
係
長
（
民
生
節
住
民

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
）
○
大
橋
正
典

季
総
務
部
企
画
財
政
課
主
幹
兼
広
報
広

聴
係
長
（
総
務
節
企
画
財
政
課
長
補
佐

兼
広
報
広
聴
係
長
）
○
栗
原
隆
季
民
生

都
介
護
保
険
課
主
幹
兼
管
理
係
長
・
給ヽ 一 一 -

平
成
1
3
年
４
月
１
日
付
け

○
印
は
昇
任
、
（
　
）
内
は
旧

－
　
♂
　
－
　
　
　
ｒ
－
　
％
一
ｓ
ｓ
　
－
　
　
♂
ｊ
－
－
ｊ
ｊ
　
　
か

付
係
長
（
民
生
部
介
護
保
険
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
・
給
付
係
長
）
○
粂
川
洋

　
一
秦
経
済
部
農
務
課
主
幹
兼
農
政
係
長

（
経
済
部
農
務
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

○
高
山
則
男
兪
民
生
部
福
祉
課
主
幹
兼

し
も
だ
い
保
育
園
長
（
民
生
部
福
祉
課

長
補
佐
兼
し
も
だ
い
保
育
園
長
）
○
岡

田
基
子

『
－
　
　
－
‐
＝

課
長
補
佐
級
1
8

犬

’ 皿

－
　
　
　
‐
‐
‐
‐
－
－
－
－
－

⑩
経
済
節
農
務
縁
長
補
佐
兼
農
村
整
備

係
長
（
経
済
節
農
務
縁
副
主
幹
兼
農
村

整
備
係
長
）
落
合
広
美
牛
水
道
節
水
道

縁
長
補
佐
兼
工
務
係
長
（
水
道
節
水
近

縁
副
主
幹
兼
工
務
係
長
）
所
利
保
囃
総

務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
消
防
交
通
係
長

（
総
務
部
総
務
課
副
主
幹
兼
消
防
交
通

係
長
）
玉
田
英
二
今
総
務
部
総
務
縁
長

補
佐
兼
文
書
法
規
係
長
（
総
務
部
総
務

課
副
主
幹
兼
文
書
法
規
係
長
）
戸
崎
益

義
挙
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
副
主
幹
兼
振
興

係
長
（
会
計
縁
副
主
幹
兼
出
納
係
長
）

野
口
悟
兪
民
生
節
福
祉
縁
副
主
幹
兼
児

童
福
祉
係
長
（
民
生
節
福
祉
課
副
主
幹

兼
医
療
保
険
係
長
）
倉
井
利
一
嗇
生
涯

学
習
縁
副
主
幹
兼
祉
会
教
育
係
長
（
生

涯
学
習
縁
社
会
教
育
係
長
）
○
関
口
幸

伺]｢戻矩峯｣

　　平成13年４月から

　　老齢基礎年金の繰上げ減額率が変わりました

昭和16年4月2[I以降に生まれた人(平成招年4月２日以降に6臓になる人)は、

新しい減額率が適用されることになります。これまで、年単位で定められていた減額　　　　　　　。

率を月刺立とし、繰上げ月数１か月当たり、05％の減となります。　　　

善所]圓所]

※なお、昭和16年４月1[1以前に生まれた人は、現行どおりの減額率です。

老齢基礎年金は、老後の所得保障を目的としており、65歳で支給率100％の年金を受けていただくことが原則です。
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男
◆
総
務
部
税
務
謀
副
主
幹
兼
資
産
税

係
長
（
総
務
部
税
務
謀
資
産
税
係
長
）

○
増
田
典
耕
◆
経
済
部
商
工
観
光
謀
副

主
幹
〔
財
〕
施
設
振
興
公
社
派
遣
（
経

済
部
商
工
観
光
謀
係
長
〔
財
〕
施
設
振

興
公
社
派
遣
）
○
林
光
丁
令
経
済
部
長

務
謀
副
主
幹
兼
土
地
改
良
係
長
（
経
済

部
長
務
謀
上
地
改
良
係
長
）
○
尾
花
利

夫
争
建
設
部
下
水
遠
謀
副
主
幹
兼
工
務

係
長
（
建
設
部
下
水
遠
謀
工
務
係
長
）

○
入
江
高
男
◆
生
涯
学
習
謀
副
主
幹
兼

公
民
館
係
長
（
生
涯
学
習
謀
係
長
・
壬

生
中
央
公
民
館
勤
務
）
○
三
上
賢
一
命

総
務
部
企
画
財
政
謀
副
主
幹
兼
同
和
対

策
係
長
・
情
報
管
理
係
長
（
総
務
部
企

画
財
政
謀
同
和
対
策
係
長
・
情
報
管
理

係
長
）
○
大
橋
肇
命
民
生
部
福
社
謀
副

主
幹
兼
児
童
館
長
（
民
生
部
児
童
館
長
）

○
大
山
朝
子
命
民
生
部
福
社
謀
副
主
幹

兼
や
す
づ
か
保
育
園
長
（
民
生
部
や
す

づ
か
保
育
園
長
）
○
半
田
律
子
命
民
生

部
福
社
謀
副
主
幹
兼
い
な
ば
保
育
園
長

（
民
生
部
い
な
ば
保
育
園
長
）
○
佐
藤

啓
子
争
民
生
部
介
護
係
険
謀
副
主
幹
兼

認
定
審
査
係
長
（
民
生
部
介
護
保
険
謀

認
定
審
査
係
長
）
○
佐
藤
澄
江
奉
総
務

部
企
画
財
政
謀
副
主
幹
兼
企
画
調
整
係

長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
副
主
幹
兼
都

市
計
画
係
長
）
渡
辺
好
央

長
級

｜

｜

30

-

命
民
生
部
保
健
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

係
長
（
民
生
部
保
健
課
係
長
・
清
掃
セ

ン
タ
ー
勤
務
）
小
林
秀
夫
命
民
生
部
福

祉
課
医
療
保
険
保
長
（
建
設
都
都
市
計

画
課
主
査
・
県
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
事
務
局
派
遣
）
高
山
浩
章
会
計

課
出
納
係
長
（
総
務
部
総
務
課
主
査
）

粂
川
延
夫
申
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市

計
画
係
長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
査
）

池
田
茂
帝
図
書
館
図
書
係
長
（
図
書
館

主
査
）
笹
崎
明
希
歴
史
民
俗
資
料
館
学

芸
係
長
（
歴
史
民
俗
資
料
館
主
査
）
中

野
正
人
章
歴
史
民
俗
資
料
館
文
化
財
保

長
（
歴
史
民
俗
資
料
館
主
査
）
君
島
利

行
秦
民
生
節
保
健
課
主
席
主
査
（
建
設

部
建
設
課
主
席
主
査
）
熊
倉
裕
子
牛
民

生
都
福
祉
課
主
席
主
査
（
経
済
部
農
務

諜
主
席
主
査
）
高
山
美
智
子
牛
総
務
部

総
務
課
主
席
主
査
【
財
】
壬
生
町
施
設

振
興
公
社
派
遣
（
総
務
部
総
務
課
主
査

〔
財
〕
壬
生
町
施
設
振
興
公
社
派
遣
）

黒
須
さ
わ
子
嗇
民
生
都
介
護
保
陰
謀
主

席
主
査
（
民
生
部
介
護
保
陰
謀
主
査
）

沖
薫
牛
学
校
教
育
課
主
席
主
査
（
学
校

教
育
課
主
査
）
大
柿
悦
子
牛
壬
生
小
学

校
主
席
主
査
（
壬
生
小
学
校
主
査
）
大

久
保
美
枝
聯
睦
小
学
校
主
席
主
査
（
睦

小
学
校
主
査
）
荒
川
美
智
子
⑤
壬
生
来

小
学
校
主
席
主
査
（
壬
生
来
小
学
校
主

査
）
田
辺
久
枝
嗇
建
設
都
都
市
計
画
課

主
査
（
総
務
部
企
画
財
政
課
主
査
）
増

山
士
郎
今
市
犬
飼
出
張
所
主
査
（
民
生

節
保
健
課
主
査
）
武
藤
仁
子
総
務
部
総

務
課
主
査
（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
査
）

佐
々
木
正
裕
希
民
生
都
保
健
課
主
査

（
民
生
都
福
祉
課
主
査
）
笹
崎
史
子
斗

建
設
都
建
設
課
主
査
（
民
生
節
介
護
保

陰
謀
主
査
）
神
原
道
子
卵
と
お
り
ま
ち

保
育
園
主
査
（
い
な
ば
保
育
園
主
査
）

遠
藤
ハ
重
子
五
や
ナ
づ
か
保
育
園
主
査

（
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
査
）
寺
内
智

子
今
経
済
都
農
務
課
主
査
（
経
済
部
長

務
課
主
任
）
○
坂
本
由
美
俯
水
道
部
水

道
課
主
査
（
水
道
部
水
遠
謀
主
任
）
○

岡
洋
子
今
総
務
部
企
画
財
政
課
主
査

（
総
務
部
企
画
財
政
課
主
任
）
○
荒
川

宏
Ｔ
帚
建
設
部
建
設
課
主
査
（
建
設
部

建
設
課
主
任
）
○
植
木
克
彦
旅
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
主
査
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主

任
）
○
増
田
茂
牛
建
設
都
下
水
道
課
主

査
（
建
設
部
下
水
道
課
主
任
）
○
石
川

正
貧
小
総
務
部
総
務
課
主
査
（
民
生
節

住
民
課
主
任
）
○
孫
田
江
美
作
建
設
部

下
水
道
課
主
査
（
建
設
部
下
水
遠
謀
技

手
）
○
中
田
英
幸

」
①

；
大

」

今
総
務
部
総
務
課
主
任
（
総
務
部
税
務

課
主
任
）
堀
靖
久
聯
総
務
部
税
務
課
主

任
（
経
済
部
商
工
観
光
課
主
任
〔
財
〕

心 ’

施
設
振
興
公
社
派
遣
）
須
永
昌
志
＾
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
（
水
道
部
水
道
課

主
任
）
見
上
政
弘
魯
い
な
ば
保
育
園
主

任
（
や
す
づ
か
保
育
園
主
任
）
山
川
啓

子
⑩
い
な
ば
保
育
園
主
任
（
と
お
り
ま

ち
保
育
園
主
任
）
菊
地
美
佳
牛
建
設
部

建
設
課
主
任
（
建
設
節
建
設
課
主
事
）

○
高
畑
徹
べ
民
生
部
住
民
課
主
任
（
民

生
節
住
民
課
主
事
）
○
小
谷
野
猛
一
民

生
部
住
民
課
主
事
（
総
務
部
総
務
課
主

事
）
鮎
田
政
美
‐
経
済
部
長
務
課
主
事

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）
大
森
寿
枝

総
務
部
企
画
財
政
課
主
事
（
総
務
部
税

務
課
主
事
）
薩
葉
丈
清
‘
’
と
お
り
ま
ち

保
育
園
保
育
士
（
や
す
づ
か
保
育
園
保

育
士
）
神
長
忍
　
睦
小
学
校
調
理
員

（
藤
井
小
学
校
調
理
員
）
清
木
鼠
佐
子

ノミ雨二九，

派
遣
等
職
員
　
２
人

へ

.'μ雁股綴海

炉

⑩
建
設
部
下
水
道
課
長
補
佐
（
宇
都
宮

市
か
ら
の
派
遣
）
鈴
木
悛
夫
副
や
す
づ

か
保
育
園
主
席
主
査
（
宇
都
宮
市
か
ら

の
派
遣
）
豊
田
真
紀
子

嗇
経
済
部
商
工
観
光
課
主
査
］
財
】
施

設
振
興
公
社
派
遣
（
民
生
部
保
健
課
主

任
）
○
増
田
利
幸
・
ご
宇
都
宮
市
企
圃
部

企
團
審
議
室
（
生
涯
学
習
課
主
任
）
杉

山
隆
宏
ｙ
石
橋
町
グ
リ
ム
保
育
園
言

な
ば
保
育
園
主
席
主
査
）
西
山
真
弓

一
新
採
用
職
員

　１１

　人

1{

斟心肺渥

/FI

ゆ
生
涯
学
習
課
主
幹
　
大
橋
渉
‐
総
務

部
総
務
課
主
事
　
関
口
有
佳
里
　
総
務

部
税
務
課
主
事
補
　
武
田
潤
一
　
民
生

部
保
健
課
主
事
　
栗
原
徹
　
　
建
設
部

都
市
計
画
課
主
事
　
落
合
正
浩
　
生
涯

学
習
課
主
事
　
須
長
剛
生
　
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
保
健
婦
　
手
塚
有
美
　
壬
生

来
小
学
校
調
理
員
　
石
渾
み
ち
子
　
南

犬
飼
中
学
校
調
理
昌
］
　
海
老
沼
由
美
子

　
藤
井
小
学
校
調
理
員
　
絵
面
寿
美
枝

　
壬
生
来
小
学
校
調
理
員
　
野
中
艮
知

子

退
職
者
　
６
人

　
　
　
　
３
月
3
1
日
付
け

五
民
生
部
長
　
白
石
博
英
　
民
生
部
介

護
保
険
課
長
　
山
室
揚
子
　
壬
生
中
央

公
民
館
副
館
長
　
柴
七
郎
　
建
設
部
都

市
計
画
課
主
任
　
佐
々
木
み
ど
り
　
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
任
　
源
有
美
子
・

南
犬
飼
中
学
校
調
理
員
　
田
辺
敏
江

転
出
者
　
１
人

　
　
　
　
３
月
3
1
日
付
け

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査
　
山
野
晃

１７



６月15目白　午後７時開演

3,000円（余白出席）４月11日水発売

日　時

入場料

○
○
ぺ
・

㈱ダイドードリンコより町へ寄付

▲島田　祐子▲五十嵐麻利江▲五十嵐喜芳

７月７日出　午後６時30分

2､000円（全白出席）４月25日（水）発売

日　時

入場料

◆
ご
寄
付

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
「
町
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
、
中
泉
の
㈱
ダ
イ
ド
ー
ド

リ
ン
コ
サ
ー
ビ
ス
栃
本
（
代
表
　
杉
山

憲
二
様
か
ら
こ
の
ほ
ど
町
へ
5
0
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
図
言

民
俗
資
料
館
友
の
会
作
品
展
壬
生
は
に

一

｀
ｔ
｀
」
｀

犬
」

四

’
ハ
…
…
…

」

‘
ｉ
桂
　
歌
丸

会　　場　壬生中央公民館犬ホール（城址公園ホール）

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町施設振

　興公社で取り扱っています。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

わ
会
様
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
今
様
①

　
　
　
　
　
　
　
２
万
６
千
〇
〇
８
円

匿
名
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

大
島
丈
様
①
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
様
③
　
　
　
　
　
　
１
万
４
千
円

書
道
　
弥
生
支
部
様
②
　
　
　
５
千
円

壬
生
町
公
民
館
ま
っ
り
実
行
委
員
会
律
②

　
　
　
　
　
　
　
４
万
４
千
８
０
４
円

虹
の
会
様
⑩
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

壬生北小２年

森田麻友美

｢あリ君のたんじよう｣
）

　　●　　●　　軽　国
鎖副ぐ

限毒犬

５　－　５昌言行

目　｀J　｀J

５
月
の
納
税
等

心 〃

”
９
゛
ｉ
ふ
ー
゛
ｙ
゛

壬生北小３年

　粂川智史
｢ロケットでうちゆうりよこう｣

18

五十嵐喜芳･五十嵐麻利江･島田祐７」

　　　ジョイントコンサート　　で

桂　歌丸ヽ楠家ホ知識二人合
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